
新富町新富町
議会だより議会だより



                           

                           

                           

  
令令和和２２年年度度  

新新富富町町一一般般会会計計決決算算をを認認定定  
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実
質
収
支
は
黒
字 

  

一
般
会
計
歳
入
総
額
は
１
３
８
億
８
６
０
９

万
１
千
円
、
歳
出
総
額
は
１
３
５
億
８
８
４
５
万

６
千
円
と
な
り
、
実
質
収
支
は
黒
字
で
し
た
。 

歳
入
は
26
億
１
２
１
７
万
７
千
円
の
増
と
な

っ
て
お
り
、
主
な
要
因
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

対
策
費
で
の
国
庫
支
出
金
の
大
幅
増
に
よ
る
も

の
で
す
。
寄
附
金
も
昨
年
度
よ
り
２
億
円
ほ
ど
増

え
て
お
り
、
こ
ゆ
財
団
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

へ
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
町
と
し

て
も
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
積
極
的
に

活
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
」
と
し
て
は
県
内
１
位
の
納
税
額
と
な
る
な
ど

今
後
の
取
り
組
み
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
26
億
１
４
４
１
万
９

千
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
定
額
給
付
金
や
影
響
を
受
け
た
事
業
所

へ
の
一
時
金
等
が
主
な
要
因
で
す
。 

令
和
２
年
度
は
、
歳
出
に
お
い
て
扶
助
費
は
減

少
し
た
も
の
の
、
繰
出
金
、
補
助
費
等
、
公
債
費
、

人
件
費
等
は
増
加
し
ま
し
た
。
歳
入
に
お
い
て

は
、
地
方
税
は
減
少
し
た
も
の
の
、
地
方
消
費
税

交
付
金
、
地
方
交
付
税
等
が
増
額
と
な
り
ま
し

た
。 ま

た
財
政
力
を
表
す
財
政
力
指
数
は
０
・
47

で
し
た
。
｟
前
年
度
は
０
・
46
｠ 

※
指
数
の
見
方
［
１
]
に
近
い
ほ
ど
財
政
力
が
あ
る
。

令
和
元
年
度
の
都
道
府
県
平
均
は
約
０
・
52 

各各特特別別会会計計決決算算、、水水道道事事業業会会計計決決算算ももそそれれぞぞれれ認認定定  

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
費
で
国

庫
支
出
金
が
大
幅
増
に 

特特別別定定額額給給付付金金事事業業補補助助金金等等  

１１７７億億２２８８２２３３万万６６千千円円  

町民一人あたり現金１０万円を給付 

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症対対応応
地地方方創創生生臨臨時時交交付付金金  
２２億億８８３３４４６６万万２２千千円円  

飲食店への時短営業要請や各事業所
へ感染対策に対する協力金など 

新新  
  

富富  
  

町町  

商商
工工
会会  

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

納
税
額
が
県
内
１
位 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
っ
て
な
に
？ 

志
あ
る
企
業
が
寄
附
を
通
じ
て
自
治

体
を
応
援
す
る
こ
と
で
、
納
税
の
特
例

措
置
と
し
て
、
税
額
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
る
制
度
。 

乗合タクシー「トヨタク」は宮崎
トヨタグループ４社からの寄附
により運営されています。 

米良企業グループなど複数の企
業からの寄附により、町では地域
活性化の一環として、女子サッカ
ー育成など女性アスリートの支
援のために活用しています。 

各各
事事
業業
所所
へへ  

協協
力力
金金
支支
給給  

歳出合計１３５億８８４５万６千円 

  
歳入合計（町の収入） 
１３８億８６０９万１千円 

自主財源（40.2％） 

依存財源（59.8％） 
 

総総務務費費（（4477..11％％））  
６６４４億億３３１１９９万万６６千千円円  

一般管理費（人件費など）、財産管理費（積立金な
ど）、企画費（土地取得特別会計繰出金、こゆ財団
補助金など）、基地対策費、ほか 

民民生生費費（（2211..44％％））  
２２９９億億１１２２４４８８万万１１千千円円  

社会福祉総務費、老人福祉費、児童福祉費（各種
助成金・給付金、特別会計からの繰出金など）、人
件費、ほか 

農農林林水水産産事事業業費費（（44..00％％））  
５５億億４４４４００９９万万５５千千円円  

農業振興費（各種補助金）、農地費（委託料、工事
請負費、補助金など）、林業費、漁港管理費、ほか 

教教育育費費（（99..88％％））  
１１３３億億３３２２２２６６万万６６千千円円  

教育総務費（人件費、備品購入費など）、小学校費、
中学校費、社会教育費、ほか 

衛衛生生費費（（44..99％％））  
６６億億６６４４９９９９万万３３千千円円  

保健衛生総務費（人件費、西都児湯医療センター
助成金、各種負担金など）、予防費（各種検診委託、
予防接種委託、不妊治療助成金など）清掃費（清
掃総務費、塵芥処理、し尿処理関係）、温泉施設費 

土土木木費費（（44..00％％））  
５５億億４４００６６６６万万６６千千円円  

道路橋りょう費、河川費、都市計画費、住宅費（委
託料、工事請負費、補償費など） 

そそのの他他  
消防費（2.７％）議会費（0.8％） 

商工費（0.９％）災害復旧費（0.１％） 
予備費（0.０％） 

公公債債費費（（44..33％％））  
５５億億７７９９７７１１万万８８千千円円  

借り入れたお金の返済に使われる費用 

町町税税（（1111..00％％））  
１１５５億億３３００７７００万万６６千千円円  

町民税、固定資産税 
軽自動車税、町たばこ税 

使使用用料料及及びび手手数数料料（（00..99％％））  
１１億億２２５５２２５５万万円円  

公共施設、町営住宅などの使用料 
住民票などの発行手数料、ほか 

寄寄附附金金（（1100..66％％））  
１１４４億億７７８８４４２２万万１１千千円円  

ふるさと納税、企業版ふるさと納税寄附金 

繰繰入入金金（（99..66％％））  
１１３３億億２２６６３３５５万万８８千千円円  

特別会計、基金からの繰り入れ 

そそのの他他  
１１００億億９９９９１１２２万万１１千千円円  

分担金及び負担金 
財産収入、繰越金、諸収入 

地地方方交交付付税税（（1144..88％％））  
２２００億億６６１１４４９９万万６６千千円円  

国から財源不足状況に応じて配分され
るもの 

国国庫庫支支出出金金（（3300..55％％））  
４４２２億億３３５５７７２２万万５５千千円円  

事業の財源として使い道が特定された
国から交付されるお金 

県県支支出出金金（（66..00％％））  
８８億億３３５５９９５５万万１１千千円円  

事業の財源として使い道が特定された
県から交付されるお金 

町町債債（（33..99％％））  
５５億億４４００８８１１万万５５千千円円  

大規模な工事など、費用に充てるため
の資金を国や県、金融機関などから借
入れをしたお金（町の借金） 

そそのの他他  
５５億億４４７７２２万万１１千千円円  

地方譲与税、その他交付金 

国国有有提提供供施施設設等等所所在在市市町町村村  
助助成成交交付付金金（（11..11％％））  
１１億億４４７７５５２２万万７７千千円円  

基地に対する固定資産税に代わるもの 
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令和２年度 新富町特別会計決算 
国民健康保険特別会計 

歳入 ２１億２３８０万６千円 

歳出 ２０億６９８０万円 

介護保険特別会計（保険事業勘定） 

歳入 １７億３６２６万７千円 

歳出 １６億７０２９万４千円 

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） 

歳入 ５７３万７千円 

歳出 ４４３万７千円 

後期高齢者医療特別会計 

歳入 ４億４０６７万２千円 

歳出 ４億３９６９万７千円 

西都児湯情報公開・個人情報保護審査会特別会計 

歳入 ２８万２千円 

歳出 １９万９千円 

土地取得特別会計 

歳入 １億７７６８万６千円 

歳出 １億４３５９万４千円 

令和２年度 新富町水道事業会計決算 
総収益 ３億 ２０５万４千円 

総費用 ２億７４７４万５千円 

純利益   ２７３０万９千円 

令和３年度一般会計補正予算(第 7 回)を可決 
１３億７８０１万３千円を追加補正 

新規取組み事業（一部抜粋） 
事業名 事業費 説明 

新富町交通事業者支援事業費 
補助金 

５０６万３千円 
コロナ禍で利用が減少している交通
事業者（バス、代行、タクシー）を支援
するための補助金。 

放課後児童クラブ利用者 
要保護児童等負担軽減助成 

１０８万円 
放課後児童クラブを利用する要保護
児童等の世帯に対する負担軽減対
策。 

保育環境改善等事業補助金 １８７万５千円 
保育園に通園する未満児の睡眠中の
事故防止対策に必要な機器購入に対
する補助金。 

学校給食提供推進事業補助金 ２２５万９千円 
需要が落ち込んだ宮崎牛の消費対策
として、県産牛肉を使用した学校給
食を提供する。 

硬質フィルムハウス新設工事 ９９６７万４千円 
農業生産技術の開発や産地化研究等
を行うため、２棟目の実証実験ハウス
を建設する。 

消防小型動力ポンプ購入 １４３９万２千円 
消防団が使用する小型動力ポンプ（７
台）の更新。 

 

地区の支えとなる
高齢者や子どもたち

問問
新
田
原
基
地
の
存
在
意
義
を
ど

の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
か
。

答答
新
田
原
基
地
は
、
日
本
国
を
防

衛
す
る
う
え
で
大
変
重
要
な
基
地

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
国
防

を
十
分
理
解
し
た
う
え
で
安
定
運

用
に
協
力
し
、
基
地
と
共
存
し
て

き
て
い
る
。

問問
新
田
原
基
地
の
重
要
性
は
、
現

在
の
東
シ
ナ
海
の
状
況
を
み
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
よ
り
格
段
に
増
し
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
の
前
提
に
立
っ
て
、
Ｆ

Ｂ
導
入
に
関
す
る
町
長
の
基
本
的

考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答答
今
回
の
Ｆ

Ｂ
の
導
入
だ
け

に
関
し
て
言
え
ば
、
短
距
離
離
陸
・

垂
直
着
陸
が
可
能
な
高
い
性
能
を

有
す
る
戦
闘
機
で
あ
り
、
航
空
優

勢
が
間
断
な
く
確
保
で
き
、
多
く

の
飛
行
場
か
ら
対
処
で
き
る
柔
軟

な
運
用
が
で
き
る
態
勢
を
構
築
す

る
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

問問
Ｆ

Ｂ
配
備
計
画
に
つ
い
て

国
に
質
問
し
た
内
容
と
、
回
答
に

対
す
る
評
価
は
。

答答
７
月
に
説
明
を
受
け
た
今
回
の

配
備
計
画
に
つ
い
て
、
質
問
書
を

九
州
防
衛
局
に
送
付
し
た
。
九
州

防
衛
局
か
ら
の
回
答
は
十
分
と
は

言
え
な
い
が
一
歩
踏
み
込
ん
だ
回

答
を
い
た
だ
い
た
。
受
け
入
れ
を

前
提
に
不
十
分
な
事
項
に
つ
い
て

は
、
し
っ
か
り
協
議
を
重
ね
て
い

き
た
い
。

問問
今
後
、
防
音
工
事
や
根
本
的
な

コ
ン
タ
ー
見
直
し
は
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。
合
わ
せ
て
国

か
ら
何
か
提
案
が
あ
っ
た
の
な
ら

ば
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答答
告
示
後
住
宅
に
対
す
る
防
音
工

事
に
つ
い
て
国
か
ら
は
新
た
に
１

個
飛
行
隊
が
配
備
さ
れ
、
飛
行
回

数
が
相
当
程
度
増
加
す
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
基
地
周
辺
の
騒
音
の
影

響
が
特
に
大
き
い
場
所
で
、
緊
急

先
行
的
な
措
置
を
行
う
と
説
明
さ

れ
た
。
根
本
的
な
コ
ン
タ
ー
見
直

し
は
新
機
種
配
備
と
事
情
変
更
を

踏
ま
え
て
配
備
機
種
追
加
に
伴
う

騒
音
状
況
を
確
認
し
、
地
元
と
相

談
し
つ
つ
騒
音
調
査
実
施
の
可
否

を
含
め
実
態
に
合
わ
せ
た
対
応
を

検
討
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

問問
緊
急
先
行
的
な
措
置
の
内
容
は
、

前
回
白
紙
撤
回
し
た
防
音
工
事
の

内
容
よ
り
後
退
し
て
い
る
。
条
件

を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答答
今
回
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
と

は
決
定
し
て
い
な
い
が
、
告
示
後

住
宅
に
対
応
す
る
第
一
歩
と
考
え
、

よ
り
良
く
な
る
よ
う
協
議
を
続
け

て
い
く
。

問問
歴
史
教
科
書
選
定
の
時
に
、
選

定
し
た
歴
史
教
科
書
と
そ
れ
以
外

の
教
科
書
も
図
書
館
に
展
示
し
て

い
た
だ
く
よ
う
昨
年
の
９
月
議
会

で
お
願
い
し
た
が
、
図
書
館
に
展

示
し
て
い
る
歴
史
教
科
書
は
何
種

類
あ
っ
て
、
出
版
社
は
ど
こ
か
。

教教
育育
長長
図
書
館
に
展
示
し
て
い
る

教
科
書
は
町
内
の
中
学
生
が
現
在

ど
の
よ
う
な
教
科
書
で
学
ん
で
い

る
の
か
図
書
館
を
通
じ
て
町
民
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
展
示
し

て
い
る
。
現
在
展
示
し
て
い
る
歴

史
教
科
書
は
東
京
書
籍
と
帝
国
書

院
の
２
種
類
で
あ
る
。

揖揖
斐斐
昨
年
の
要
望
に
応
え
て
い
た

だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

揖斐
い び

兼久
かねひさ

議員

新
田
原
基
地
関
連
の

町
長
の
姿
勢
に
つ
い
て

重
要
課
題
に
つ
い
て
前
向
き
に
協
議

町長

歴
史
教
科
書
関
連
に
つ
い
て

配備が計画されている
ステルス戦闘機
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令
和
２
年
度
決
算

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算



地区の支えとなる
高齢者や子どもたち

問問
新
田
原
基
地
の
存
在
意
義
を
ど

の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
か
。

答答
新
田
原
基
地
は
、
日
本
国
を
防

衛
す
る
う
え
で
大
変
重
要
な
基
地

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
国
防

を
十
分
理
解
し
た
う
え
で
安
定
運

用
に
協
力
し
、
基
地
と
共
存
し
て

き
て
い
る
。

問問
新
田
原
基
地
の
重
要
性
は
、
現

在
の
東
シ
ナ
海
の
状
況
を
み
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
よ
り
格
段
に
増
し
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
の
前
提
に
立
っ
て
、
Ｆ

Ｂ
導
入
に
関
す
る
町
長
の
基
本
的

考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答答
今
回
の
Ｆ

Ｂ
の
導
入
だ
け

に
関
し
て
言
え
ば
、
短
距
離
離
陸
・

垂
直
着
陸
が
可
能
な
高
い
性
能
を

有
す
る
戦
闘
機
で
あ
り
、
航
空
優

勢
が
間
断
な
く
確
保
で
き
、
多
く

の
飛
行
場
か
ら
対
処
で
き
る
柔
軟

な
運
用
が
で
き
る
態
勢
を
構
築
す

る
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

問問
Ｆ

Ｂ
配
備
計
画
に
つ
い
て

国
に
質
問
し
た
内
容
と
、
回
答
に

対
す
る
評
価
は
。

答答
７
月
に
説
明
を
受
け
た
今
回
の

配
備
計
画
に
つ
い
て
、
質
問
書
を

九
州
防
衛
局
に
送
付
し
た
。
九
州

防
衛
局
か
ら
の
回
答
は
十
分
と
は

言
え
な
い
が
一
歩
踏
み
込
ん
だ
回

答
を
い
た
だ
い
た
。
受
け
入
れ
を

前
提
に
不
十
分
な
事
項
に
つ
い
て

は
、
し
っ
か
り
協
議
を
重
ね
て
い

き
た
い
。

問問
今
後
、
防
音
工
事
や
根
本
的
な

コ
ン
タ
ー
見
直
し
は
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。
合
わ
せ
て
国

か
ら
何
か
提
案
が
あ
っ
た
の
な
ら

ば
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答答
告
示
後
住
宅
に
対
す
る
防
音
工

事
に
つ
い
て
国
か
ら
は
新
た
に
１

個
飛
行
隊
が
配
備
さ
れ
、
飛
行
回

数
が
相
当
程
度
増
加
す
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
基
地
周
辺
の
騒
音
の
影

響
が
特
に
大
き
い
場
所
で
、
緊
急

先
行
的
な
措
置
を
行
う
と
説
明
さ

れ
た
。
根
本
的
な
コ
ン
タ
ー
見
直

し
は
新
機
種
配
備
と
事
情
変
更
を

踏
ま
え
て
配
備
機
種
追
加
に
伴
う

騒
音
状
況
を
確
認
し
、
地
元
と
相

談
し
つ
つ
騒
音
調
査
実
施
の
可
否

を
含
め
実
態
に
合
わ
せ
た
対
応
を

検
討
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

問問
緊
急
先
行
的
な
措
置
の
内
容
は
、

前
回
白
紙
撤
回
し
た
防
音
工
事
の

内
容
よ
り
後
退
し
て
い
る
。
条
件

を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答答
今
回
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
と

は
決
定
し
て
い
な
い
が
、
告
示
後

住
宅
に
対
応
す
る
第
一
歩
と
考
え
、

よ
り
良
く
な
る
よ
う
協
議
を
続
け

て
い
く
。

問問
歴
史
教
科
書
選
定
の
時
に
、
選

定
し
た
歴
史
教
科
書
と
そ
れ
以
外

の
教
科
書
も
図
書
館
に
展
示
し
て

い
た
だ
く
よ
う
昨
年
の
９
月
議
会

で
お
願
い
し
た
が
、
図
書
館
に
展

示
し
て
い
る
歴
史
教
科
書
は
何
種

類
あ
っ
て
、
出
版
社
は
ど
こ
か
。

教教
育育
長長
図
書
館
に
展
示
し
て
い
る

教
科
書
は
町
内
の
中
学
生
が
現
在

ど
の
よ
う
な
教
科
書
で
学
ん
で
い

る
の
か
図
書
館
を
通
じ
て
町
民
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
展
示
し

て
い
る
。
現
在
展
示
し
て
い
る
歴

史
教
科
書
は
東
京
書
籍
と
帝
国
書

院
の
２
種
類
で
あ
る
。

揖揖
斐斐
昨
年
の
要
望
に
応
え
て
い
た

だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

揖斐揖斐
い び

揖斐揖斐兼久揖斐兼久兼久兼久
かねひさ

兼久兼久議員

新
田
原
基
地
関
連
の

基
地
関
連
の

町
長
の
姿
勢
に
つ
い
て

重
要
課
題
に
つ
い
て
前
向
き
に
協
議

町長

歴
史
教
科
書
関
連
に
つ
い
て

揖斐
い びい び

揖斐
い びい び

揖斐
い び

兼久兼久兼久
かねひかねひかねひかねひかねひさ

兼久
かねひさ

議員議員議員

配備が計画されている
ステルス戦闘機
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一
般
質
問



一ツ瀬橋の整備は地域住民の悲願 

問問
一
ツ
瀬
橋
は
今
後
、
さ
ら
に
重

要
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
な
る
。
県

に
早
期
の
整
備
促
進
要
望
は
。 

答答
新
田
原
基
地
へ
つ
な
が
る
道
路

で
も
あ
り
、
大
規
模
災
害
時
の
派

遣
や
支
援
等
に
活
用
さ
れ
る
重
要

な
渡
河
路
線
と
認
識
。
今
後
も
引

続
き
要
望
し
て
い
き
た
い
。 

            

           

 

問問
新
田
下
今
町
～
富
田
町
を
つ
な

ぐ
堂
川
橋
に
歩
行
者
の
安
心
、
安

全
の
た
め
、
歩
道
橋
の
設
置
が
必

要
で
は
。 

答答
歩
行
者
の
安
全
性
の
確
保
を
考

え
、
歩
道
橋
の
設
置
に
向
け
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

 

問問
成
法
寺
住
宅
跡
地
、
敷
き
均
し

工
事
後
の
一
時
活
用
策
と
管
理
方

法
は
。 

答答
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
健
康

増
進
に
活
用
、
ま
た
管
理
協
定
書

に
よ
り
仮
設
ト
イ
レ
清
掃
、
周
辺

の
軽
微
な
清
掃
等
は
、
利
用
者
に

お
願
い
し
た
い
。 

      

 

問問
大
和
地
区
基
盤
整
備
に
伴
い
、

塚
原
た
め
池
の
開
削
工
事
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
施
工
後
の
管
理
主

体
は
。 

答答
工
事
後
の
財
産
と
し
て
は
新
富

町
と
な
る
。
管
理
に
つ
い
て
は
今

後
、
地
元
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。 

           

 

問問
令
和
３
年
度
内
に
「
新
麓
住
宅
」

の
用
途
廃
止
は
遂
行
で
き
な
い
か
。 

答答
現
在
、
用
途
廃
止
に
向
け
計
画

的
に
作
業
を
進
め
て
い
る
。 

       

堂
川
橋
に
歩
道
橋
の
設
置
は 

 

町
有
地
の 一

時
活
用
策
と
管
理
は 

   

塚
原
た
め
池 

開
削
後
の
管
理
主
体
は 

 

「
新
麓
住
宅
」
の
用
途
廃
止
は 

   

阿萬誠郎
あまんせいろう

議員 

一
ツ
瀬
橋
の
早
期
整
備
は 

県
に
引
続
き
要
望
す
る 

町長 

歩道橋整備が待たれる堂川橋 

地域に生かせる 
町有地の第一歩 

大和地区塚原池全景 
用途廃止が計画されている 

「新麓住宅」 

問問
九
州
防
衛
局
並
び
に
岸
防
衛
大

臣
と
の
交
渉
で
、
具
体
的
な
回
答

が
出
て
い
る
よ
う
だ
が
、
町
長
の

認
識
は
ど
う
か
。
今
回
の

対
応
で
町
民
が
一
番
望
ん
で

い
る
事
は
何
だ
と
思
わ
れ
る
か
。

答答
騒
音
対
策
に
対
し
て
の
要
望
が

一
番
多
い
と
考
え
る
。

問問
国
が
示
し
た
告
示
後
の
防
音
工

事
の
対
象
は
、
平
成

年

月

日
か
ら
平
成

年

月

日

ま
で
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
と
あ
る

が
、
「
平
成

年
ま
で
対
象
と
す

る
」
や
、「
新
富
町
内
に
あ
る
す
べ

て
の
住
宅
を
対
象
に
外
郭
防
音
工

事
を
や
っ
て
も
ら
う
」
な
ど
、
告
示

行
為
そ
の
も
の
の
見
直
し
を
要
求

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら

今
回
は
全
国
初
の
配
備
計
画
で
あ

り
、
執
行
部
・
議
会
一
体
と
な
っ
て

要
望
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
町

民
の
為
に
尽
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
。

答答
議
会
・
執
行
部
一
体
と
な
っ
て

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問問
基
地
周
辺
の
道
路
整
備
は
。

答答
新
田
原
基
地
は
、
大
規
模
災
害

時
に
お
い
て
防
災
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
連
す

る
道
路
整
備
は
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問問
１
市
５
町
の
枠
組
み
の
中
で
、

災
害
対
応
の
病
院
の
建
設
は
で
き

な
い
か
。

答答
現
在
、
西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ

ー
の
建
替
え
に
つ
い
て
西
都
市
に

お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

郡
内
自
治
体
と
連
携
し
て
早
急
な

整
備
を
求
め
て
い
く
。

問問
３
月
定
例
議
会
で
提
案
さ
れ
た

旧
追
分
分
校
の
活
用
に
つ
い
て
、

早
急
に
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

の
か
。

答答
現
在
、
こ
ゆ
財
団
が
九
州
農
政

局
へ
補
助
事
業
交
付
申
請
手
続
き

を
行
っ
て
お
り
、

月
か
ら

月

ま
で
の
間
に
改
修
工
事
を
行
い
、

ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
合
宿
や

テ
レ
ワ
ー
ク
等
も
可
能
な
施
設
と

し
て
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
地

域
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
も
活
用
出

来
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

問問
収
入
保
険
の
加
入
状
況
及
び
支

払
い
状
況
に
つ
い
て
。

答答
町
内
で

経
営
体
が
加
入
し

て
お
り
、
昨
年
度
の
支
払
い
実
績

と
し
て
保
険
金
が
個
人
に
約
４
１

０
０
万
円
支
払
わ
れ
て
い
る
。

問問
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

答答
農
業
は
土
作
り
が
基
本
で
あ
り

土
壌
環
境
を
改
善
し
、
作
物
が
必

要
と
す
る
養
分
や
水
分
を
バ
ラ
ン

ス
良
く
摂
取
す
る
こ
と
で
農
作
物

が
安
定
的
に
供
給
で
き
る
た
め
、

そ
の
重
要
性
は
益
々
高
ま
っ
て
い

る
。

等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
自
然
環
境
保
全
に
努
め

た
い
。

Ｆ

Ｂ
配
備
計
画
の
対
応
は

議
会
・
執
行
部
一
体
と
な
っ
て

町長

災

害

対

応

の
病

院

建

設

は

農

業

政

策

に

つ
い

て

追
分
分
校
の
改
修
及
び
活
用
は

吉田
よし だ

憲市
けんいち

議員

戦闘機の騒音のなかで
暮らしている住民

5

一
般
質
問



一ツ瀬橋の整備は地域住民の悲願 

問問
一
ツ
瀬
橋
は
今
後
、
さ
ら
に
重

要
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
な
る
。
県

に
早
期
の
整
備
促
進
要
望
は
。 

答答
新
田
原
基
地
へ
つ
な
が
る
道
路

で
も
あ
り
、
大
規
模
災
害
時
の
派

遣
や
支
援
等
に
活
用
さ
れ
る
重
要

な
渡
河
路
線
と
認
識
。
今
後
も
引

続
き
要
望
し
て
い
き
た
い
。 

            

           

 

問問
新
田
下
今
町
～
富
田
町
を
つ
な

ぐ
堂
川
橋
に
歩
行
者
の
安
心
、
安

全
の
た
め
、
歩
道
橋
の
設
置
が
必

要
で
は
。 

答答
歩
行
者
の
安
全
性
の
確
保
を
考

え
、
歩
道
橋
の
設
置
に
向
け
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

 

問問
成
法
寺
住
宅
跡
地
、
敷
き
均
し

工
事
後
の
一
時
活
用
策
と
管
理
方

法
は
。 

答答
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
健
康

増
進
に
活
用
、
ま
た
管
理
協
定
書

に
よ
り
仮
設
ト
イ
レ
清
掃
、
周
辺

の
軽
微
な
清
掃
等
は
、
利
用
者
に

お
願
い
し
た
い
。 

      

 

問問
大
和
地
区
基
盤
整
備
に
伴
い
、

塚
原
た
め
池
の
開
削
工
事
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
施
工
後
の
管
理
主

体
は
。 

答答
工
事
後
の
財
産
と
し
て
は
新
富

町
と
な
る
。
管
理
に
つ
い
て
は
今

後
、
地
元
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。 

           

 

問問
令
和
３
年
度
内
に
「
新
麓
住
宅
」

の
用
途
廃
止
は
遂
行
で
き
な
い
か
。 

答答
現
在
、
用
途
廃
止
に
向
け
計
画

的
に
作
業
を
進
め
て
い
る
。 

       

堂
川
橋
に
歩
道
橋
の
設
置
は 

 

町
有
地
の 一

時
活
用
策
と
管
理
は 

   

塚
原
た
め
池 

開
削
後
の
管
理
主
体
は 

 

「
新
麓
住
宅
」
の
用
途
廃
止
は 

   

阿萬誠郎
あまんせいろう

議員 

一
ツ
瀬
橋
の
早
期
整
備
は 

県
に
引
続
き
要
望
す
る 

町長 

歩道橋整備が待たれる堂川橋 

地域に生かせる 
町有地の第一歩 

大和地区塚原池全景 
用途廃止が計画されている 

「新麓住宅」 

問問
九
州
防
衛
局
並
び
に
岸
防
衛
大

臣
と
の
交
渉
で
、
具
体
的
な
回
答

が
出
て
い
る
よ
う
だ
が
、
町
長
の

認
識
は
ど
う
か
。
今
回
の

対
応
で
町
民
が
一
番
望
ん
で

い
る
事
は
何
だ
と
思
わ
れ
る
か
。

答答
騒
音
対
策
に
対
し
て
の
要
望
が

一
番
多
い
と
考
え
る
。

問問
国
が
示
し
た
告
示
後
の
防
音
工

事
の
対
象
は
、
平
成

年

月

日
か
ら
平
成

年

月

日

ま
で
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
と
あ
る

が
、
「
平
成

年
ま
で
対
象
と
す

る
」
や
、「
新
富
町
内
に
あ
る
す
べ

て
の
住
宅
を
対
象
に
外
郭
防
音
工

事
を
や
っ
て
も
ら
う
」
な
ど
、
告
示

行
為
そ
の
も
の
の
見
直
し
を
要
求

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら

今
回
は
全
国
初
の
配
備
計
画
で
あ

り
、
執
行
部
・
議
会
一
体
と
な
っ
て

要
望
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
町

民
の
為
に
尽
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
。

答答
議
会
・
執
行
部
一
体
と
な
っ
て

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問問
基
地
周
辺
の
道
路
整
備
は
。

答答
新
田
原
基
地
は
、
大
規
模
災
害

時
に
お
い
て
防
災
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
連
す

る
道
路
整
備
は
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問問
１
市
５
町
の
枠
組
み
の
中
で
、

災
害
対
応
の
病
院
の
建
設
は
で
き

な
い
か
。

答答
現
在
、
西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ

ー
の
建
替
え
に
つ
い
て
西
都
市
に

お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

郡
内
自
治
体
と
連
携
し
て
早
急
な

整
備
を
求
め
て
い
く
。

問問
３
月
定
例
議
会
で
提
案
さ
れ
た

旧
追
分
分
校
の
活
用
に
つ
い
て
、

早
急
に
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

の
か
。

答答
現
在
、
こ
ゆ
財
団
が
九
州
農
政

局
へ
補
助
事
業
交
付
申
請
手
続
き

を
行
っ
て
お
り
、

月
か
ら

月

ま
で
の
間
に
改
修
工
事
を
行
い
、

ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
合
宿
や

テ
レ
ワ
ー
ク
等
も
可
能
な
施
設
と

し
て
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
地

域
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
も
活
用
出

来
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

問問
収
入
保
険
の
加
入
状
況
及
び
支

払
い
状
況
に
つ
い
て
。

答答
町
内
で

経
営
体
が
加
入
し

て
お
り
、
昨
年
度
の
支
払
い
実
績

と
し
て
保
険
金
が
個
人
に
約
４
１

０
０
万
円
支
払
わ
れ
て
い
る
。

問問
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

答答
農
業
は
土
作
り
が
基
本
で
あ
り

土
壌
環
境
を
改
善
し
、
作
物
が
必

要
と
す
る
養
分
や
水
分
を
バ
ラ
ン

ス
良
く
摂
取
す
る
こ
と
で
農
作
物

が
安
定
的
に
供
給
で
き
る
た
め
、

そ
の
重
要
性
は
益
々
高
ま
っ
て
い

る
。

等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
自
然
環
境
保
全
に
努
め

た
い
。

ＦＦ

Ｂ
配
備
計
画
の
対
応
は

議
会
・
執
行
部
一
体
と
な
っ
て

町長

災

害

対

応

の
病

院

建

設

は

農

業

政

策

に

つ
い

て

追
分
分
校
の
改
修
及
び
活
用
は

吉田吉田
よし だ

吉田吉田
よし だよ し だ

憲市
よし だ

吉田
よし だよ し だ

憲市憲市憲市
けんいち

憲市憲市
けんいちけんいち

議員

戦闘機の騒音のなかで
暮らしている住民

て
い
る
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地上騒音対策で造成中の防音堤 

問問
本
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
と
陽
性
者
数

は
。 

答答
８
月
28
日
現
在
の
接
種
率
は
、

65
歳
以
上
88
％
、
19
～
64
歳
が

23
％
、
高
校
生
が
42
％
、
中
学
生

が
32
％
で
あ
る
。
8
月
30
日
現

在
の
陽
性
者
数
は
、
60
歳
以
上
12

名
、
20
～
50
歳
代
が
68
名
、
そ
れ

以
下
が
25
名
と
な
っ
て
い
る
。 

          

  

問問
高
齢
者
の
生
活
支
援
の
中
で
、

在
宅
老
人
短
期
保
護
事
業
と
は
。 

答答
町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳

以
上
で
、
介
護
認
定
審
査
会
に
お

い
て
「
自
立
」
と
認
定
さ
れ
、
家
族

の
見
守
り
が
一
時
的
に
困
難
な
方

を
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
短
期

入
所
さ
せ
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
も
の
で
あ
る
。 

   

問問
防
災
ラ
ジ
オ
の
運
用
開
始
時
期

及
び
申
込
み
状
況
は
。
ま
た
こ
の

先
の
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
の
取
扱
い
は
。 

答答
防
災
ラ
ジ
オ
は
９
月
か
ら
本
格

運
用
を
開
始
、
８
月
31
日
現
在
で

４
２
６
４
台
配
付
し
て
い
る
。
新

富
町
有
線
ラ
ジ
オ
放
送
施
設
が
運

用
か
ら
７
年
経
過
し
、
Ｉ
Ｐ
告
知

放
送
の
機
器
が
老
朽
化
し
て
お
り
、

更
新
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る

の
で
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
Ｉ
Ｐ

告
知
放
送
を
終
了
す
る
。 

   

問問
バ
ス
停
の
屋
根
・
イ
ス
の
設
置

及
び
遊
歩
道
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ

ー
ス
の
整
備
は
。
自
治
公
民
館
対

抗
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
種
目
の
変

更
を
考
え
て
は
。 

答答
バ
ス
停
の
屋
根
・
イ
ス
は
乗
車

利
用
状
況
及
び
関
係
機
関
と
の
協

議
を
含
め
て
、
年
に
２
、
３
か
所
設

置
し
て
い
き
た
い
。
遊
歩
道
・
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
は
、
三

納
代
地
区
で
進
め
て
い
る
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
外
周
に
整
備

す
る
計
画
で
一
周
約
７
０
０
メ
ー

ト
ル
の
予
定
で
あ
る
。 

教教
育育
長長
近
年
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
は
参
加
チ
ー

ム
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
早

急
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

                   

問問
新
田
原
飛
行
場
の
北
西
側
防
音

堤
の
工
事
進
捗
状
況
及
び
効
果
の

確
認
は
。
ま
た
、
F

35

B
を
配
備

す
る
以
前
の
騒
音
の
負
担
軽
減
を

図
る
べ
き
で
、
国
へ
の
要
求
は
。 

答答
防
音
堤
は
９
月
中
旬
に
完
了
予

定
、
騒
音
測
定
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
８
月
５
日
に
基
地
周
辺
協

議
会
と
し
て
防
衛
大
臣
へ
、
安
心

安
全
対
策
や
騒
音
対
策
を
含
め
た

基
地
対
策
を
要
請
し
た
。 

下村
しもむら

豊
ゆたか

議員 

本
町
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は 

歳
以
上

％ 

高
校
生

％ 

町長 

高
齢
者
の
生
活
支
援
に
つ
い
て 

Ｉ
Ｐ
告

知

放

送

の
今

後

は 

遊
歩
道
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
外
周
に 

役場から郵送された 
ワクチン接種案内 

騒
音
の
負
担
軽
減
の
要
求
は
周

辺
協
議
会
で
防
衛
大
臣
へ
要
請 

問問
新
田
原
基
地
問
題
に
つ
い
て
。

地
上
騒
音
対
策
の
土
堤
整
備
に
つ

い
て
、
現
在
の
状
況
は
。 

答答
８
月
の
降
雨
の
影
響
で
遅
れ
て

お
り
、
完
成
は
９
月
中
旬
の
予
定

で
あ
る
。
な
お
、
基
地
外
側
の
騒
音

測
定
も
実
施
す
る
と
聞
い
て
い
る
。 

 

問問
６
月
28
日
の
爆
音
訴
訟
の
地

裁
判
決
の
感
想
は
。 

答答
原
告
の
訴
え
の
一
部
を
司
法
が

認
め
た
と
い
う
こ
と
で
、
国
に
は
、

判
決
を
重
く
受
け
止
め
た
対
応
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

問問
Ｆ
35
Ｂ
配
備
に
関
す
る
質
問

状
に
対
し
て
、
国
の
回
答
に
対
す

る
評
価
は
。 

答答
回
答
に
関
し
て
は
十
分
と
は
言

え
な
い
が
、
九
州
防
衛
局
と
し
て

は
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
応
で
回

答
し
て
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い

る
。 

 

問問
今
回
、
国
が
示
し
て
き
た
告
示

後
住
宅
の
防
音
対
策
に
つ
い
て
は
。 

答答
基
地
周
辺
の
、
特
に
騒
音
の
影

響
が
大
き
い
場
所
に
お
い
て
、
緊

急
先
行
的
な
措
置
を
実
施
す
る
と

聞
い
て
い
る
。 

          

          

問問
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
と
今
後

の
見
通
し
は
。 

答答
５
月
17
日
か
ら
町
内
の
医
療

機
関
で
個
別
接
種
を
実
施
し
て
お

り
、
11
月
初
旬
ま
で
に
は
、
対
象

者
の
約
８
割
の
方
の
２
回
目
接
種

が
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 

問問
感
染
防
止
対
策
と
、
県
と
の
情

報
共
有
に
つ
い
て
は
。 

答答
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
は
じ
め
、
感

染
防
止
の
呼
び
か
け
や
公
共
施
設

の
閉
鎖
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、
飲
食

店
等
に
対
す
る
営
業
時
間
の
短
縮

要
請
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
情
報

の
共
有
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

要
請
し
て
い
く
。 

   

問問
医
療
的
ケ
ア
児
に
関
す
る
法
律

の
内
容
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
具
体

的
取
組
に
つ
い
て
は
。 

答答
法
律
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
日

常
生
活
・
社
会
生
活
を
社
会
全
体

で
支
え
る
こ
と
を
規
定
し
、
地
方

公
共
団
体
、
保
育
所
・
学
校
の
設
置

者
等
が
、
法
の
理
念
に
の
っ
と
り

支
援
を
行
う
責
務
が
あ
る
こ
と
を

明
示
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
財
政
上
の
措
置
の

状
況
を
み
な
が
ら
検
討
し
て
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

吉田
よ し だ

貴
たか

行
ゆき

議員 

爆
音
訴
訟
地
裁
判
決
を 

今
後
に
生
か
し
て
ほ
し
い 

国
は
判
決
を
重
く
受
け
止
め
対
応
を 

町長 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は 

県
と
情
報
を
共
有
し
対
応
を 

 

法
の
趣
旨
を
生
か
し 

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
を 

 

F35B 配備計画とともに 
防音工事対策が動き始めた 

来年には通常の生活が 
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問問
新
田
原
基
地
問
題
に
つ
い
て
。

地
上
騒
音
対
策
の
土
堤
整
備
に
つ

い
て
、
現
在
の
状
況
は
。 

答答
８
月
の
降
雨
の
影
響
で
遅
れ
て

お
り
、
完
成
は
９
月
中
旬
の
予
定

で
あ
る
。
な
お
、
基
地
外
側
の
騒
音

測
定
も
実
施
す
る
と
聞
い
て
い
る
。 

 

問問
６
月
28
日
の
爆
音
訴
訟
の
地

裁
判
決
の
感
想
は
。 

答答
原
告
の
訴
え
の
一
部
を
司
法
が

認
め
た
と
い
う
こ
と
で
、
国
に
は
、

判
決
を
重
く
受
け
止
め
た
対
応
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

問問
Ｆ
35
Ｂ
配
備
に
関
す
る
質
問

状
に
対
し
て
、
国
の
回
答
に
対
す

る
評
価
は
。 

答答
回
答
に
関
し
て
は
十
分
と
は
言

え
な
い
が
、
九
州
防
衛
局
と
し
て

は
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
応
で
回

答
し
て
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い

る
。 

 

問問
今
回
、
国
が
示
し
て
き
た
告
示

後
住
宅
の
防
音
対
策
に
つ
い
て
は
。 

答答
基
地
周
辺
の
、
特
に
騒
音
の
影

響
が
大
き
い
場
所
に
お
い
て
、
緊

急
先
行
的
な
措
置
を
実
施
す
る
と

聞
い
て
い
る
。 

          

          

問問
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
と
今
後

の
見
通
し
は
。 

答答
５
月
17
日
か
ら
町
内
の
医
療

機
関
で
個
別
接
種
を
実
施
し
て
お

り
、
11
月
初
旬
ま
で
に
は
、
対
象

者
の
約
８
割
の
方
の
２
回
目
接
種

が
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 

問問
感
染
防
止
対
策
と
、
県
と
の
情

報
共
有
に
つ
い
て
は
。 

答答
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
は
じ
め
、
感

染
防
止
の
呼
び
か
け
や
公
共
施
設

の
閉
鎖
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、
飲
食

店
等
に
対
す
る
営
業
時
間
の
短
縮

要
請
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
情
報

の
共
有
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

要
請
し
て
い
く
。 

   

問問
医
療
的
ケ
ア
児
に
関
す
る
法
律

の
内
容
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
具
体

的
取
組
に
つ
い
て
は
。 

答答
法
律
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
日

常
生
活
・
社
会
生
活
を
社
会
全
体

で
支
え
る
こ
と
を
規
定
し
、
地
方

公
共
団
体
、
保
育
所
・
学
校
の
設
置

者
等
が
、
法
の
理
念
に
の
っ
と
り

支
援
を
行
う
責
務
が
あ
る
こ
と
を

明
示
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
財
政
上
の
措
置
の

状
況
を
み
な
が
ら
検
討
し
て
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

吉田
よ し だ

貴
たか

行
ゆき

議員 

爆
音
訴
訟
地
裁
判
決
を 

今
後
に
生
か
し
て
ほ
し
い 

国
は
判
決
を
重
く
受
け
止
め
対
応
を 

町長 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は 

県
と
情
報
を
共
有
し
対
応
を 

 

法
の
趣
旨
を
生
か
し 

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
を 
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サッカー指導の様子 

町内交通の 
利便性を図る 

成法寺住宅跡地は敷き均し工事中 新田コミュニティセンター工事現場 

問問
新
田
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｊ

Ａ
児
湯
新
田
支
部
年
金
友
の
会
役

員
な
ど
か
ら
「
新
田
地
区
多
目
的

運
動
広
場
の
早
期
設
置
」
の
要
望

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
計
画

は
な
い
の
か
。 

答答
現
在
、
新
田
地
区
は
大
き
な
事

業
を
推
進
し
て
お
り
、
①
猿
ヶ
瀬

川
河
川
改
修
に
伴
う
新
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
②
成
法

寺
住
宅
跡
地
③
大
和
地
区
基
盤
整

備
④
新
田
西
地
区
の
基
盤
整
備
な

ど
で
あ
る
。
こ
の
事
業
で
大
幅
に

非
農
用
地
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
そ
の
中
で
、
新
田
の
活
性
化

に
資
す
る
よ
う
に
何
が
必
要
か
、

現
在
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
田

地
区
に
は
大
き
な
児
童
公
園
も
な

い
の
で
、
そ
の
点
も
検
討
を
重
ね

て
進
め
て
い
く
。 

                    

  

問問
ふ
る
さ
と
納
税
で
昨
年
度
実
績

と
今
年
度
の
目
標
は
。 

答答
昨
年
度
実
績
は
、
14
億
４
９
９

８
万
１
千
円
と
な
っ
た
。
来
年
度

の
目
標
は
15
億
円
を
目
指
し
て

い
る
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

昨
年
度
実
績
は
10
社
か
ら
合
計

２
５
９
５
万
円
の
寄
付
を
頂
い
た
。

ま
た
、
本
町
は
昨
年
度
実
績
で
、
県

内
の
自
治
体
で
は
一
番
多
額
の
寄

付
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

    

問問
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
ど
の

様
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。 

答答
一
つ
は
、
地
域
公
共
交
通
の
整

備
と
し
て
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
ト
ヨ

タ
ク
」
の
運
用
経
費
に
充
て
て
い

る
。
も
う
一
つ
は
、
女
性
ア
ス
リ
ー

ト
支
援
と
し
て
、
本
町
で
活
躍
し

て
い
る
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

「
ヴ
ィ
ア
マ
テ
ラ
ス
宮
崎
」
の
活

動
経
費
に
充
て
て
い
る
。 

        

問問
ヴ
ィ
ア
マ
テ
ラ
ス
宮
崎
は
、
ど

の
よ
う
な
役
割
を
し
て
い
る
の
か
。 

答答
ヴ
ィ
ア
マ
テ
ラ
ス
宮
崎
に
つ
い

て
は
、
そ
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の

多
く
を
本
町
が
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
と
し
て
任
用
し
て
お
り
、
平

日
は
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
町
の
地
域
課
題
を
解
決
し
よ
う

と
い
う
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
基
本

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
企
画
運

営
、
保
育
園
等
で
の
運
動
教
室
や

小
学
校
の
体
育
授
業
の
講
師
、
図

書
館
閉
鎖
時
に
は
図
書
の
配
送
や

公
園
等
の
維
持
管
理
作
業
、
農
家

の
方
と
連
携
し
た
農
業
研
修
、
各

種
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
町
を
P

R
す
る
広
報
活
動
な
ど
、
町
の
た

め
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。 

大木
お お き

俊
しゅん

二
じ

議員 

新
田
地
区 

多
目
的
広
場
の
早
期
設
置
は 

 

基
盤
整
備
等
の
非
農
用
地
で 

前
向
き
に
検
討
す
る 

町長 

ふ

る

さ

と

納

税

に

つ
い
て 

 
問問
全
国
５
８
１
自
治
体
で
生
活
困

窮
者
に
対
し
て
、
生
理
用
品
の
無

償
配
布
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
町

で
も
交
付
金
を
活
用
し
た
り
、
災

害
備
蓄
品
の
更
新
時
を
利
用
す
る

な
ど
し
て
、
窓
口
で
の
無
償
配
布

の
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

答答
現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
生

活
困
窮
者
に
食
料
品
を
含
め
、
生

理
用
品
を
配
布
し
て
い
る
。
今
後

ど
う
い
っ
た
形
で
行
う
か
検
討
し
、

広
く
周
知
し
て
い
く
。

問問
本
町
で
も
公
共
施
設
女
子
ト
イ

レ
に
生
理
用
品
を
配
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答答
現
在
、
総
合
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
り
」

に
て
試
行
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

月

日
か
ら
「
き
ら

り
」
の
全
女
子
ト
イ
レ
・
み
ん
な
の

ト
イ
レ
に
カ
ー
ド
を
備
え
付
け
、

総
合
案
内
に
声
に
出
さ
ず
に
そ
の

カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
配
布

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
提
供
方

法
の
工
夫
等
を
検
討
し
て
い
く
。

問問
学
校
で
の
生
理
用
品
の
対
応
を

伺
う
。

教教
育育
長長
現
在
、
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
へ
は
、
保
健
室
に
て
配
布
等

行
い
な
が
ら
悩
み
や
不
安
、
体
調

面
の
相
談
な
ど
対
応
を
し
て
い
る
。

問問
学
校
ト
イ
レ
に
配
置
す
る
こ
と

で
困
っ
た
と
き
に
誰
で
も
使
え
る
、

よ
り
良
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

教教
育育
長長
健
康
保
障
の
た
め
自
由
な

提
供
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う

点
で
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問問
町
民
へ
の
気
象
災
害
情
報
伝
達

の
現
状
を
伺
う
。

答答
気
象
台
が
提
供
す
る
情
報
を
総

務
課
が
随
時
確
認
を
し
て
予
測
、

協
議
し
、
防
災
ラ
ジ
オ
・
Ｉ
Ｐ
告
知

端
末
機
・
屋
外
拡
声
子
局
の
３
つ

で
の
配
信
を
し
て
い
る
。

問問
防
災
気
象
情
報
の
受
け
手
で
あ

る
本
町
に
も
気
象
災
害
情
報
の
専

門
家
を
育
成
し
て
い
く
事
が
大
切

と
思
う
が
、
研
修
や
訓
練
に
つ
い

て
参
加
状
況
を
伺
う
。

答答
現
在
、
危
機
管
理
専
門
員
を
配

置
し
て
お
り
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
は

今
後
検
討
し
て
い
く
。

問問
多
く
の
専
門
知
識
の
職
員
配
置

が
あ
れ
ば
、
よ
り
一
層
の
防
災
気

象
情
報
が
得
ら
れ
る
と
思
う
が
気

象
予
報
士
試
験
に
挑
む
職
員
を
募

り
後
押
し
す
る
体
制
は
で
き
な
い

か
。

答答
様
々
な
専
門
資
格
を
取
得
し
て

い
く
た
め
、
休
み
を
調
整
し
た
り

積
極
的
に
後
押
し
し
て
い
く
。

問問
防
災
ラ
ジ
オ
の
今
後
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

答答
全
戸
配
付
を
本
年
度
中
に
終
了

し
た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、
今

後
は
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
端
末
を
設
置

し
て
い
る
世
帯
で
配
付
が
済
ん
で

い
な
い
方
に
は
、
直
接
案
内
文
の

送
付
も
検
討
し
て
い
る
。
口
コ
ミ

で
伝
え
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
う

の
で
考
え
ら
れ
る
手
を
尽
く
し
て

広
報
に
努
め
て
い
く
。

松浦
まつうら

美
み

緒
お

議員

生
理
の
貧
困
に
向
け
た
対
応
策
は

個
別
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
い
な
が
ら

適
切
な
支
援
に
繋
げ
て
い
く

教育長

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

困ったとき、必要なときの
ためのトイレ配置

町の最新情報源
防災ラジオ
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問問
全
国
５
８
１
自
治
体
で
生
活
困

窮
者
に
対
し
て
、
生
理
用
品
の
無

償
配
布
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
町

で
も
交
付
金
を
活
用
し
た
り
、
災

害
備
蓄
品
の
更
新
時
を
利
用
す
る

な
ど
し
て
、
窓
口
で
の
無
償
配
布

の
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

答答
現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
生

活
困
窮
者
に
食
料
品
を
含
め
、
生

理
用
品
を
配
布
し
て
い
る
。
今
後

ど
う
い
っ
た
形
で
行
う
か
検
討
し
、

広
く
周
知
し
て
い
く
。

問問
本
町
で
も
公
共
施
設
女
子
ト
イ

レ
に
生
理
用
品
を
配
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答答
現
在
、
総
合
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
り
」

に
て
試
行
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

月

日
か
ら
「
き
ら

り
」
の
全
女
子
ト
イ
レ
・
み
ん
な
の

ト
イ
レ
に
カ
ー
ド
を
備
え
付
け
、

総
合
案
内
に
声
に
出
さ
ず
に
そ
の

カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
配
布

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
提
供
方

法
の
工
夫
等
を
検
討
し
て
い
く
。

問問
学
校
で
の
生
理
用
品
の
対
応
を

伺
う
。

教教
育育
長長
現
在
、
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
へ
は
、
保
健
室
に
て
配
布
等

行
い
な
が
ら
悩
み
や
不
安
、
体
調

面
の
相
談
な
ど
対
応
を
し
て
い
る
。

問問
学
校
ト
イ
レ
に
配
置
す
る
こ
と

で
困
っ
た
と
き
に
誰
で
も
使
え
る
、

よ
り
良
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

教教
育育
長長
健
康
保
障
の
た
め
自
由
な

提
供
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う

点
で
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問問
町
民
へ
の
気
象
災
害
情
報
伝
達

の
現
状
を
伺
う
。

答答
気
象
台
が
提
供
す
る
情
報
を
総

務
課
が
随
時
確
認
を
し
て
予
測
、

協
議
し
、
防
災
ラ
ジ
オ
・
Ｉ
Ｐ
告
知

端
末
機
・
屋
外
拡
声
子
局
の
３
つ

で
の
配
信
を
し
て
い
る
。

問問
防
災
気
象
情
報
の
受
け
手
で
あ

る
本
町
に
も
気
象
災
害
情
報
の
専

門
家
を
育
成
し
て
い
く
事
が
大
切

と
思
う
が
、
研
修
や
訓
練
に
つ
い

て
参
加
状
況
を
伺
う
。

答答
現
在
、
危
機
管
理
専
門
員
を
配

置
し
て
お
り
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
は

今
後
検
討
し
て
い
く
。

問問
多
く
の
専
門
知
識
の
職
員
配
置

が
あ
れ
ば
、
よ
り
一
層
の
防
災
気

象
情
報
が
得
ら
れ
る
と
思
う
が
気

象
予
報
士
試
験
に
挑
む
職
員
を
募

り
後
押
し
す
る
体
制
は
で
き
な
い

か
。

答答
様
々
な
専
門
資
格
を
取
得
し
て

い
く
た
め
、
休
み
を
調
整
し
た
り

積
極
的
に
後
押
し
し
て
い
く
。

問問
防
災
ラ
ジ
オ
の
今
後
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

答答
全
戸
配
付
を
本
年
度
中
に
終
了

し
た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、
今

後
は
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
端
末
を
設
置

し
て
い
る
世
帯
で
配
付
が
済
ん
で

い
な
い
方
に
は
、
直
接
案
内
文
の

送
付
も
検
討
し
て
い
る
。
口
コ
ミ

で
伝
え
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
う

の
で
考
え
ら
れ
る
手
を
尽
く
し
て

広
報
に
努
め
て
い
く
。

松浦松浦
まつうら

松浦松浦
まつうら

美松浦
まつうら

美美
み

美美美美
みみ

緒美緒緒
お

緒緒緒緒
おお

議員

生
理
の
貧
困
に
向
け
た
対
応
策
は

個
別
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
い
な
が
ら

把
握

行

が

適
切
な
支
援
に
繋
げ
て
い
く

教育長

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

まつうらまつうらまつうらまつうらまつうら みみみみみみ おおおお

困ったとき、必要なときの
ためのトイレ配置

町の最新情報源
防災ラジオ
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一
般
質
問



 
 

番 号 件  名 結 果 

議案第３９号  令和３年度新富町一般会計補正予算 可決 全員 

議案第４０号  令和３年度新富町国民健康保険特別会計補正予算 可決 全員 

議案第４１号  令和３年度新富町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算 可決 全員 

議案第４２号  令和３年度新富町後期高齢者医療特別会計補正予算 可決 全員 

議案第４３号  令和３年度新富町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算 可決 全員 

議案第４４号  令和３年度新富町水道事業会計補正予算 可決 全員 

議案第４５号  令和２年度新富町水道事業会計剰余金の処分について 可決 全員 

議案第４６号  新富町有線ラジオ放送施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員 

議案第４７号  新富町手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決 全員 

議案第４８号  新富町印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 可決 全員 

議案第４９号 新田コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例 可決 全員 

議案第５０号 物品売買契約の締結について（令和 3 年度新富町 DX 推進環境整備事業） 可決 全員 

議案第５１号 新富町道の路線認定及び廃止について 可決 全員 

承認第１８号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度新富町一般会計補正予算） 承認 全員 

承認第１９号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度新富町一般会計補正予算） 承認 全員 

承認第２０号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度新富町一般会計補正予算） 承認 全員 

認定第１号 令和２年度新富町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 全員 

認定第２号 令和２年度新富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 全員 

認定第３号 令和２年度新富町介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の認定について 認定 全員 

認定第４号 令和２年度新富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 全員 

認定第５号 令和２年度西都児湯情報公開・個人情報保護審査会特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 全員 

認定第６号 令和２年度新富町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 全員 

認定第７号 令和２年度新富町介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）歳入歳出決算の認定について 認定 全員 

認定第８号 令和２年度新富町水道事業会計決算の認定について 認定 全員 

報告第４号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定め和解することについて） ― ― 

報告第５号 令和２年度新富町継続費精算報告書について（新富町一般会計） ― ― 

報告第６号 令和２年度決算に基づく新富町財政健全化判断比率報告書について ― ― 

報告第７号 令和２年度決算に基づく新富町水道事業資金不足比率報告書について ― ― 

提出 令和３年度一般社団法人ニューアグリベースの事業計画書及び収支予算書の提出について ― ― 

請願第１号 国営かんがい排水事業一ツ瀬川地区受益者負担軽減に関する請願について 可決 全員 

発議第１号 新富町議会会議規則の一部改正について 可決 全員 

発議第２号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について 可決 全員 

発議第３号 新田原基地周辺騒音対策に関する意見書について 可決 全員 

発議第４号 国営かんがい排水事業一ツ瀬川地区の受益者負担軽減にかかる支援を求める意見書について 可決 全員 

令和 3年 9月定例会 議案等の審議結果 

熊本防衛支局へ 
要望書を手渡す圖師委員長 

九州防衛局へ 
要望書を手渡す圖師委員長 

                           

                           

                           

委
員
会
報
告 

基
地
対
策
特
別
委
員
会 

令令
和和
３３
年年
７７
月月
1122
日日  

  

山山
口口
県県
岩岩
国国
市市
視視
察察   

航
空
自
衛
隊
新
田
原
基
地
が
ス
テ
ル
ス
戦

闘
機
Ｆ
35
Ｂ
の
配
備
先
の
候
補
地
と
し
て
発

表
さ
れ
、
す
で
に
運
用
さ
れ
て
い
る
米
軍
基
地

が
所
在
す
る
岩
国
市
へ
情
報
収
集
の
た
め
訪

問
。
岩
国
市
長
、
市
議
会
議
長
ほ
か
、
担
当
課

の
職
員
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

岩
国
市
役
所
内
の
会
議
室
で
意
見
交
換
等

を
行
い
、
そ
の
後
米
軍
基
地
付
近
に
場
所
を
移

し
て
飛
行
状
況
を
調
査
す
る
予
定
で
し
た
が
、

悪
天
候
の
た
め
Ｆ
35
Ｂ
の
飛
行
は
確
認
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。 

現
時
点
で
は
、
国
内
で
Ｆ
35
Ｂ
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
こ
の
岩
国
基
地
だ
け
で
す
の

で
現
地
の
話
を
聞
け
た
の
は
大
変
有
意
義
な

こ
と
で
し
た
。 

し
か
し
今
後
、
自
衛
隊
で
初
め
て
の
運
用
と

な
り
、
一
個
飛
行
隊
が
増
え
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
騒
音
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
伺
い
し

な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

令令
和和
３３
年年
７７
月月
3300
日日  

要要
望望
活活
動動  

  

九九
州州
防防
衛衛
局局
・・
熊熊
本本
防防
衛衛
支支
局局  

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
を
受
け
、
郵
送
で
の
要
望
書
提
出

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
感
染
対
策
を

講
じ
た
う
え
、
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
も
大
き
な
負
担
を
受
け
て
い
る

基
地
周
辺
の
住
民
に
対
し
て
、
安
心
安
全
で

快
適
な
住
環
境
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
強
く

要
望
い
た
し
ま
し
た
。 

国国
へへ
騒騒
音音
対対
策策
にに
関関
すす
るる  

意意
見見
書書
をを
提提
出出  

国
か
ら
新
た
な
騒
音
対
策
が
示
さ
れ
、
告
示

後
住
宅
の
防
音
工
事
を
前
に
進
め
る
内
容
で

し
た
。
こ
れ
に
は
一
定
の
評
価
は
す
る
も
の

の
、
十
分
な
内
容
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
現

状
で
は
平
成
５
年
７
月
２
日
以
降
に
建
築
さ

れ
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
除
き
防
音
工

事
の
対
象
に
は
な
ら
ず
、
長
い
間
我
慢
を
強
い

ら
れ
て
い
る
住
民
が
い
る
の
も
事
実
で
す
。 

今
回
の
意
見
書
で
は
、
対
象
区
域
・
期
間
の

拡
大
、
工
法
の
充
実
、
予
算
の
確
保
を
強
く
要

望
す
る
内
容
で
あ
り
ま
す
。 

小嶋町長も同席しての意見交換（岩国市役所） 
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案
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審
議
結
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委
員
会
報
告



 
 
 

 

 

編編
集集
後後
記記  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
『
第
５
波
』
も
よ
う
や
く
下

火
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

例
年
な
ら
運
動
会
、
修
学
旅

行
、
遠
足
等
の
楽
し
い
季
節
な

の
で
す
が
、
未
だ
に
様
々
な
制

限
を
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

は
行
事
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
本
当
に
残
念
で
す
。 

し
か
し
、
厳
し
い
制
限
の
中

で
も
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
工
夫

を
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
る
子

ど
も
た
ち
を
見
る
と
元
気
が
湧

い
て
き
ま
す
。 

す
べ
て
の
人
に
一
日
も
早
く

笑
顔
あ
ふ
れ
る
日
常
が
戻
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。 

が
ん
ば
れ
「
新
富
っ
子
」
！ 

キ
ジ
ュ
ウ
ロ
ウ 

【【
連連
絡絡
先先
】】
議議
会会
事事
務務
局局  

 

☏
３
３ｰ

６
１
３
９ 

議議
会会
広広
報報
特特
別別
委委
員員
会会  

委

員

長 
 

石
﨑 

俊
二 

副
委
員
長 

 

小
山 

早
苗 

委

員 
 

松
浦 

美
緒 

出
口
喜
重
郎 

大
木 

俊
二 

吉
田 

憲
市 

 
 

宮
崎
県
新
富
町
議
会
だ
よ
り 

■
発
行
責
任
者
／
新
富
町
議
会
議
長 

永
友
繁
喜 

■
印
刷
／
有
限
会
社
ふ
く
し
げ
印
刷 

ℚ 新富町の第一印象は？ 
・涼しくて静か ・道路がきれい 

LANI LISTJANI （２０才） 
（ラニ リスティアニ） 

インドネシア バンドゥン出身 
日本語検定 N２級の勉強中 

将来の夢は地元で結婚をして
ジルバブのお店を開きたい‼ 
※※ジジルルババブブはは、、イイススララムム教教徒徒のの女女性性がが髪髪やや

首首ななどどをを覆覆ううたためめにに使使わわれれるる。。  

ℚ びっくりしたことは？ 
・高い建物やビルがなかった 
・自然が多いこと 

ℚ うれしかったことは？ 
・親切な人が多い 
・あいさつや声をかけてくれる 

ℚ 困ったことは？ 
・交通の便が悪い 
・ゴミの分別が難しい 

ℚ おいしいと思った食べ物は？ 
・ながのうどんの肉うどん 
・チキン南蛮 

ℚ 休日の過ごし方は？ 
・ジョギング・掃除・料理 
・イオンでショッピング 

ℚ 得意料理は？ 
・ソトアヤム  ・ルンダン  

ℚ 母国インドネシアってどんな国？ 
約 17,000の島があり多言語、多文化 
人口約 2億 7000万人、首都はジャカルタ 
バティックという伝統的な布地があります 

現現在在、、町町内内ににはは１１５５６６人人のの外外国国人人がが生生活活ししてていいまますす。。  

今今回回はは宮宮崎崎ササンンフフーーズズ（（株株））へへ実実習習にに来来てていいるる若若者者ににイインンタタビビュューーししままししたた。。  
  
 

インドネシアのバンドゥンはジャカルタから車で約３時間。 
ヨーロッパ様式の建物が残る優雅な街並みは 「ジャワのパリ」
と呼ばれています。 

PAVZI THALIBI （２０才） 
（パウジ タリビ） 

インドネシア バンドゥン出身 
バレーボール、フットサルが好き 

将来の夢は地元に体育館を作りたい‼ 
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